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（単位：千円） 

- 総括 1 - 

 

新規事業及び重要事業総括表 

 

Ⅰ 総 額 

 

 【一般会計】 

区分 平成２９年度 平成２８年度 伸び率 

予算総額 ２３，１４１，２７４千円 ２２，３２１，０７４千円 ３．７％ 

一般会計構成比         １．２%         １．２%     － 

 

  【就農支援資金貸付事業特別会計】 

   予算総額 ３０，５２１千円 ３３，８２４千円 △９．８％ 

 

  【林業・木材産業改善資金特別会計】 

   予算総額 ２０，６８０千円 ５９，７００千円 △６５．４％ 

 

  【本多静六博士育英事業特別会計】 

   予算総額 ４９，５４１千円 ５０，６６４千円 △２．２％ 

 

  【参考 公共事業の予算額】                  （単位：千円） 

区 分 平成２９年度 平成２８年度 増 減 伸び率 

森林管理道 627,545 609,215 18,330 3.0% 

治 山 518,463 502,395 16,068 3.2% 

農 業 基 盤 5,458,346 4,011,896 1,446,450 36.1% 

合 計 6,604,354 5,123,506 1,480,848 28.9% 

 

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策 
 

【埼玉農林業・農山村振興ビジョン施策体系】 
 

  

 １ 担い手による付加価値の高い食の安定供給と成長産業化が進む農業 
 （１）成長する埼玉農業を支える担い手を育成する 

 （２）優良農地の確保と農地の有効活用を進める 

 （３）多彩な農産物の生産力を強化する 

 （４）埼玉農産物の需要拡大を推進する 

 （５）食の安全・安心を確保する 

 ２ 様々な働きを通じて県民生活・経済を支える森林・林業 
 （１）森林の循環利用を推進する 

 （２）県産木材の利用を促進する 

 （３）森林を整備・保全する 

 ３ 地域資源を活用した多様な取組が展開されている農山村 
 （１）活力ある農山村を創る 

 （２）県民の農林業・農山村を大切にする意識を醸成する 

 

 



（単位：千円） 

- 総括 2 - 

 

１ 担い手による付加価値の高い食の安定供給と成長産業化が進む農業 

 

Ｐ １  一部新規 埼玉農業フロンティア育成事業【農業支援課】          １３，１９７ 

Ｐ ２  新規  埼玉農業先端技術導入支援事業【農業支援課】          １５，６７０ 

Ｐ ３      農業経営法人化推進事業【農業支援課】             ２１，０２９ 

Ｐ ４      農業版ウーマノミクス事業【農業支援課】            １７，９１４ 

Ｐ ５  一部新規 農地中間管理事業の推進【農業ビジネス支援課】        ３１９，１６４ 

Ｐ ６      担い手を育む農地の整備【農村整備課】          １，２４０，８１１ 

Ｐ ６      農業水利施設の整備【農村整備課】            ３，８１７，５３５ 

 ＜一部平成２８年度２月補正予算＞ 

Ｐ ７      農林水産試験研究の推進【農業政策課】          １，０１５，９３８ 

Ｐ ８  一部新規 埼玉の肉牛を守り・育てる生産構造転換事業【畜産安全課】    ３２，９３４ 

Ｐ ９  新規  新たな農産物需要創出支援事業【生産振興課】           ８，４４７ 

Ｐ１０  新規  次世代施設園芸技術導入支援事業【生産振興課】         ２８，６２６ 

 ＜一部平成２８年度２月補正予算＞ 

Ｐ１１  新規  狭山抹茶振興モデル事業【生産振興課】            １２４，８２９ 

Ｐ１２      オーダーメイド型産地づくり事業【生産振興課】         ３８，９８５ 

Ｐ１３      県産米「特Ａ」プロジェクト推進事業【生産振興課】       １３，４１３ 

Ｐ１４  新規  儲かる観光農業支援事業【農業ビジネス支援課】          ９，３３９ 

Ｐ１５  一部新規 埼玉トップブランド農産物ＰＲ事業【農業ビジネス支援課】     ９，００９ 

Ｐ１６  一部新規 埼玉農産物輸出総合サポート事業【農業ビジネス支援課】      ６，３３２ 

Ｐ１７      埼玉スマートＧＡＰ推進事業【農産物安全課】          １２，７６１ 
 

２ 様々な働きを通じて県民生活・経済を支える森林・林業 

 

Ｐ１８      埼玉の木みんなで使って豊かな暮らし応援事業【森づくり課】   ６８，４０５ 

Ｐ１９      皆伐から始める森の若返りスピードアップ事業【森づくり課】  ２４６，２９６ 

Ｐ２０      治山対策の推進【森づくり課】                ５１８，４６３ 

Ｐ２０      森林管理道の整備【森づくり課】               ６２７，５４５ 
 

３ 地域資源を活用した多様な取組が展開されている農山村 

 

 ＜一部平成２８年度２月補正予算＞ 

Ｐ２１  新規  農林公園食と農の拠点整備事業【農業政策課】         ２９１，６０８ 

Ｐ２２      多面的機能支援事業【農村整備課】              ６２５，０９７ 

Ｐ２３      川の国埼玉 はつらつプロジェクトの推進（農業用水）【農村整備課】 

                                   ４００，０００ 
 



一部新規 

- 1 - 

 埼玉農業フロンティア育成事業 
 

 担当 農業支援課  新規参入支援担当  
                                   内線 ４０５２             

                                        
１ 目  的 
  農業高校生の就農への動機づけを図るため、農業高校と農業大学校、市町村等の連携

を強化するとともに、農業大学校のカリキュラムの充実を図り、経営感覚を身につけた

質の高い新規就農者を育成する。 

  さらに、優れた経営感覚を備えた稼げる人材を育成するため、農業経営塾を開講し、

経営力向上と経営発展を支援する。 
   
２ 事業内容  

区  分 事業主体 内    容 予算額 

 (1) 農業高校と農業大 

学校連携強化事業 
県 農業高校と農業大学校等による連絡会議を

設置し、地域で農業高校を支援する体制を整備
するとともに、就農への動機づけを行うため農
業大学校で宿泊による研修を実施する。 

1,214千円  

 

(2) 農業大学校教育 

充実事業 
県 キャリア教育や外部講師を活用した専門性

の高い農業教育を実施するとともに、経営感覚
を養うことを目的としたチャレンジファーム
を設置する。 

 5,095千円  

 

□新E A(3)埼玉農業経営塾 

 運営事業 
県  経営感覚を身に付けた質の高い人材を育成

するため、農業者が営農しながら経営ノウハウ
を学べる農業経営塾を開講する。 
 

6,888 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２９年度予算額   １３,１９７千円  

農業関連
高 校

（就農希望者）

入学

農業大学校

チャレンジファーム
（農業大学校）

・カリキュラムの充実
キャリア教育
外部講師の活用
（農産物流通等）
メディア学習

・新規参入希望者の確
実な就農支援（選択制）

自

立

就

農

就

職

就

農

受
講

就職就農法人での
インターンシップ

農業大学校での
実践研修

【時期】
夏期休業中（2泊3日）

【対象】

高校生

【内容】

・農業大学校見学

・学科ごとの実習

・先輩農業者との意見交換

・農業者・法人等の視察

研修

（のれん分け）

・経営力向上
・経営発展

農業への動機付け 実践教育 経営の実践

目標

農業教育連絡会議
メンバー

農業関連高校
農業大学校
農林振興センター
市町村、ＪＡ
地域指導農家 等

連携 連携

埼玉農業経営塾

経営管理

マーケティング

労務管理

財務管理

優
れ
た
経
営
感
覚
を
備
え
た

稼
げ
る
人
材
の
育
成

経営課題
の解決

新
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埼玉農業先端技術導入支援事業 

 

担当 農業支援課 普及活動担当 

内線 ４０４７  
 

１ 目  的 

 農業者の課題を解決し、生産性の高い農業を実現するため、民間企業等が持つ先端技

術を最大限活用した新たな技術開発や実証を行う。 

 
２ 事業内容 

区 分 事業主体 内 容 予算額 
(1) 農業イノベ

ーション研究

会の運営 
県 

農業者、大学、研究機関、民間企業等で

構成する研究会により、農業者の課題を解

決するための先端技術の活用等を検討す

る。 

813千円 

(2) 農業イノベ

ーションセミ

ナーの開催 
県 

 農業者と大学、研究機関、民間企業等が

一堂に介して情報交換やネットワークの場

づくりを行う。 
657千円 

(3) 農業技術イ

ノベーション

の創出 

県 
 

民間 
企業等 

ア 農業イノベーションの開発支援 
農業分野での課題を解決する新たな技術

開発を支援する。 

13,000千円 

農業者 

イ 農業経営における先端技術の導入支援 
 農業経営の数値化、可視化する生産管理

システム等、先端技術を導入する農業者を

支援する。 

1,200千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２９年度予算額   １５,６７０千円 

２ 農業イノベーションセミナーの開催

１ 農業イノベーション研究会の運営

先端技術の農業分野への導入の進め方や
開発テーマ等について諮問

農業への先端技術導入の推進等の検討

大学

研究機関 県

研究機関

(1)農業イノベーションの開発支援
農業者と民間企業をマッチングし、先端技術の

農業分野への活用を支援

関係団体

３ 農業技術イノベーションの創出

助言

農
業
者

民
間
企
業

マッチング

県

開発
儲かる
農業の
技術

ドローンを利用した
低コスト栽培

例

(2)農業経営における先端技術の導入支援
農業経営を数値化・可視化する生産管理システム等、

先端技術の導入を支援

データ収集

・農地データ
・作業時間
・収量・品質

等

経営の見える化

農業
経営の
効率化

事業検証

成果報告

セミナーを開催し、農業者と企業、研究機関等
による情報交換やネットワークの場づくりを提供

結果
フィードバック

ＪＡ

大学

民間企業

県

農業者

処理

農業者
民間企業
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農業経営法人化推進事業 

 
担当 農業支援課 経営体支援担当 

内線 ４０５５          

 

１ 目  的 

  地域農業の担い手である認定農業者などの経営発展を支援し、農業経営の向上を図る。 

また、税理士などのスペシャリストを活用した相談窓口の設置や複数の農業者等によ

る法人設立への支援などに取り組み、農業経営の法人化を推進する。 
 

２ 事業内容 

区  分 事業主体 内  容 予算額 

(1) 認定農業者経営 

改善支援事業 

県 

 

 認定農業者などの担い手に対し、生産技術や経

営改善についての個別指導や研修会を開催し、認

定農業者等を育成するための体制を整備する。 

9,166 千円 

 

 

(2) 農業経営法人化 

相談窓口設置事業 

県 

 

 各農林振興センターの「農業経営法人化相談窓

口」で、普及指導員が認定農業者などの法人化相

談を実施する。 

1,054 千円 

 

(3) 法人化支援事業    7,507 千円 

 

 

ア スペシャリスト 

設置事業 

県 法人化相談のうち専門性の高い相談に対応す

るため税理士などのスペシャリストを設置する。 

3,907 千円 

 

イ 複数個別経営 

法人化推進事業 

市町村  複数の農業者等による法人設立及び集落営農

の組織化を支援する。 

3,600 千円 

 

(4) 農業経営法人化 

人材支援事業 

県  法人化の事例検証などを通じて意欲ある農業

者や関係機関に情報提供し、法人化をフォローア

ップする。 

3,302 千円 

 

 

 

 

 
          
             
 
 
 
 
 
 
                    
 
   
   
 
 
 
 
３ 平成２９年度予算額   ２１，０２９千円 

 

 
 

農  

業 

経 

営 

体 

の 

法 

人 

化 

  
・法人化事例の検証と情報提供 

 
 
 
各農林振興センターに
法人化相談窓口を設置 
・法人化の啓発 
・法人化相談の実施 
・経営分析の実施 

・生産技術や経営改善についての 
個別指導 

・研修会の開催 
・経営発展への動機付け 
・担い手農家の明確化 

(1)認定農業者経営改善支援事業 

(2)農業経営法人化相談 
窓口設置事業 

(3)法人化支援事業 

(4)農業経営法人化人材支援事業 

ステップ 
アップ 

 

税理士等に 
よる支援 

法人化及び 
集落営農の 
組織化経費を
支援 

検証 情報提供 

農 
 

業 
 

者 
  

実証モデルの設定 

ア スペシャリスト設置事業 イ 複数個別経営法人化推進事業 

農
業
経
営
法
人
化
相
談
窓
口 



- 4 - 

農業版ウーマノミクス事業  
 

担当 農業支援課 普及活動担当  
                     内線 ４０４７          
 
１ 目  的 

  女性の持つ感性や視点の豊かさなどの強みを活かし、経営力の向上や新たなビジネス

へのチャレンジを支援することにより、地域の核となる女性農業者を育成するとともに、

地域における取組の波及を図る。 
 
２ 事業内容 

区  分 事業主体 内  容 予算額 
(1)農業女子 

  ビジネス 

  スクール 

  の開設 

県 

 次世代のリーダーとなり得る「人財」を育成

するため、意欲を持った女性農業者に対し、キ

ャリアアップのための体系的な集合研修を実施

する。 

6,238 千円 

県 
農業者 

 商品開発や販路拡大など企業との連携を望む

女性農業者に対し、企業への派遣研修を実施す

る。 

3,206 千円 

(2)女性の視点 

  を生かした 

  商品開発 

県 

農業者 

 女性農業者が県内企業や大学等と連携し、女

性の視点を生かした商品開発に向けた試作や販

路開拓等の経費を支援する。 

8,470 千円 

 

３ 平成２９年度予算額   １７，９１４千円 
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農地中間管理事業の推進 

担当 農業ビジネス支援課 農地活用担当 

内線 ４０３３ 
 
１ 目  的 

 農業の生産性向上と農地の有効活用を図るため、担い手への農地の集積・集約化を 

行う農地中間管理機構（以下「機構」）の運営や、機構が実施する畦畔除去による区画

拡大、用排水路の改修など農地の集積・集約化に必要な耕作条件の改善を支援する。 
 

２ 事業内容 

（１）農地中間管理機構運営事業               １９６，８６２千円 

区   分 事業主体 内   容 予 算 額 

(１) 農地中間管理機構運営事業    190,723千円 

  ア 運営費  機構 
 機構の人件費・事務費、市町村

等への業務委託費 
146,760千円 

  イ 管理事業費 機構 
 転貸までの農地の賃借料・管理

料、土地改良賦課金 
43,963 千円 

(２) 県推進事業 県   機構に対する指導等の経費 2,961 千円 

(３) 農業構造改革支援 

   基金積立金 
県  基金運用益の積立 3,178 千円 

 
（２）農地中間管理機構農地耕作条件改善事業         １２２，３０２千円 

区   分 事業主体 内   容 予 算 額 

新 農地中間管理機構農地耕作条件改善事業   122,302千円 

  区画拡大  機構 
 畦畔除去、均平作業等による区

画拡大      【６地区】 
74,052 千円 

  
暗渠排水、 

道水路等整備 
機構 

 更新する必要のある道水路等

の整備      【３地区】 
48,250 千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 平成２９年度予算額   ３１９，１６４千円 
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農業生産基盤の整備 
 
               担当 農村整備課 農地整備担当、 水利施設整備担当、 企画担当、 水利調整・施設管理担当 
               内線 4351(農地整備担当）、4347(水利施設整備担当) 、4345（企画担当）、4341(水利調整・施設管理担当） 

 

１ 担い手を育む農地の整備 

（１）目  的 

   農地の大区画化や用排水路・農道等の整備により、農業生産性の向上と営農条件の改善を 

  図るとともに、農地の利用調整による経営規模の拡大を進め、高収益を目指す農業経営体の 

  育成を促進する。 

（２）事業内容 

区   分 事業主体 内         容 予 算 額 

ア ほ場整備事業 県  農地の区画拡大と道路、用水路、排

水路等の一体的な整備  【10地区】 

973,430千円 

 うち 

埼玉型ほ場整備事業 

県  畦畔除去による区画拡大など簡易な

ほ場整備        【 5地区】 

690,140千円 

イ 農道整備事業 県  農道の老朽化状況調査及び保全対策 

            【 3地区】 

248,850千円 

ウ 団体営基盤整備 

  促進事業等 

市町村 

土地改良区 

 小規模な区域での農地、農道等の整

備支援         【 9地区】 

18,531千円 

  【担い手を育む農地の整備】 

 

 

 

 

 

        （整備前）                    （整備後） 

（３）平成２９年度予算額   １，２４０，８１１千円 

 

２ 農業水利施設の整備 

（１）目  的 

   用水路や排水路等の農業水利施設を整備し、用水不足や排水不良による農作物被害の解消 

  や自然災害を防止し、農産物の安定供給と地域の安全性向上を図る。 

（２）事業内容 

区   分 事業主体 内         容 予 算 額 

ア かんがい排水事業 県 農業水利施設（用水路､排水路､排水

機場）等の整備及び補修 【19地区】 

1,898,645千円 

イ 農地防災事業 県  排水路の改修、排水機場等の整備 

            【22地区】 

928,686千円 

ウ 団体営基盤整備 

  促進事業等 

市町村 

土地改良区 

 小規模な区域での用水路、排水路等

の整備支援       【84地区】 

990,204千円 

（３）平成２９年度予算額  ３，８１７，５３５千円 

 

合計 農業基盤整備関係（公共事業） ５，０５８，３４６千円 
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農林水産試験研究の推進 
                    担当 農業政策課 企画・試験研究調整担当 
                    内線 ４０３２ 
１ 目  的 

  埼玉農業の競争力を強化するため、新品種の育成、環境変化に対応した農産物の生産 
 技術、高収益・高付加価値生産技術などの研究開発を行うとともに、試験研究機能の充 
 実強化に必要な施設等の整備を行う。 
 
２ 事業内容 

（１）農林水産試験研究費・運営費               ３４１，１９９千円 

区  分 事業主体 内    容 予算額 

試験研究費 県 

 県オリジナル品種の育成、環境変化に対応し

た栽培管理技術、大規模低コスト・高収益生産

技術、高効率・高付加価値生産技術などの研究

開発を行う。 

263,345 

運営費 県 
 県農林水産試験研究機関を効率的・効果的に

管理運営する。 
77,854 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）施設整備関連事業費                   ６７４，７３９千円 

区  分 事業主体 内    容 予算額 

農業技術研究 

センター 
県 

・久喜試験場の土耕用トマト温室、育苗施設等 

 の整備 

・畜産実験棟の改修 

・玉井試験場の農機具庫設計等 

176,081 

茶業研究所 県 
・抹茶製造施設の整備 

・施設の耐震化、機械更新等 
353,901 

水産研究所 県 ・養殖施設の整備 144,757 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 予算額   １，０１５，９３８千円（一部平成２８年度２月補正予算対応） 

豚の人工授精技術の開発 子持ちモロコ生産技術の開発 高温耐性水稲品種の開発 茶新品種の育成 

土耕用トマト温室 養殖施設 抹茶製造施設 
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肉牛肥育農家

県・生産者団体

和牛受精卵 作成・購入

受託している乳牛に受精卵移植

産まれた和牛子牛の買取・育成

繁殖用・
肥育用の
和牛子牛
を供給

秩父高原牧場 肉牛繁殖農家

和牛繁殖雌牛の増頭・資質向上

和牛子牛の供給力アップ

和牛出荷能力アップ

県産牛肉の競争力強化のための県産和牛ブランドの統一に向けた検討

○ 和牛子牛生産拡大事業

○ 県産和牛ブランド統一推進事業

埼玉の肉牛を守り・育てる生産構造転換事業 

 

                        担当 畜産安全課 畜産振興担当 

                        内線 ４１９３ 

 

１ 目  的 

  秩父高原牧場における和牛子牛の生産技術を活用し、県内肉用牛農家へ和牛子牛を

安定的に供給することで和牛生産基盤の強化を図る。 

  また、埼玉県産牛肉の競争力強化のため、県産和牛ブランドの統一に向けた検討を

開始する。 

 

２ 事業内容 

区 分 事業主体 内 容 予算額 

（１）和牛子牛生産拡大事業 県 

 秩父高原牧場の乳牛受託育成

牛に和牛受精卵を移植し、産ま

れた子牛を県が買上げ、育成し

肉用牛農家に販売する。 

32,809千円 

 新 

（２）県産和牛ブランド統一

推進事業 

県 
 県産和牛ブランドの統一に向

けた検討会などを開催する。 
125千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２９年度予算額   ３２，９３４千円 
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新たな農産物需要創出支援事業  

 

担当 生産振興課 野菜担当 

内線 ４１４２       

 

１ 目  的 

農業者、流通業者、飲食業者等が連携して取り組む「地域食材や新たな作物を生かし

たニッチなフード・ビジネス」を構築し、県産農林水産物の新たな需要を創出するため、

県が関係者のマッチングや農産物生産の技術サポートを行い、新たな作物導入へのチャ

レンジに対する支援を行う。 

 

２ 事業内容 

区  分 事業主体 内  容 予算額 

(1)新たな農産物需要 

創出支援活動 
県 

 農業者等が行う新たな作物導入へ

のチャレンジに対して支援する。 

4,447 千円 

(2)新たな農産物需要 

創出整備事業 

農業者等が組

織する団体 

     等 

 生産・流通及び販売等に必要な機

械、施設等の導入に対して支援する。 

4,000 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２９年度予算額   ８，４４７千円 

 新たな作物導入への 

 チャレンジに対する支援 

    ・関係者のマッチング支援 

  ・栽培技術支援 

  ・新たな作物の成分分析調査 

  ・販売促進、ＰＲ活動支援 

生産、流通及び販売等に 

必要な機械、施設等の導入支援 

課題を 

解決し 

自走化 

するための 

サポート 

県の取組 【生産者と実需者の連携に向けた課題】 

＜課題＞ 
 ・仲介役がいない。 

 ・栽培技術のノウハウがない。 

 ・販促、ＰＲ活動のやり方がわからない。 

【生産者】 
 （農業者） 
 
 
 
・新たな作物を 
導入して売上を 
伸ばしたい！ 

・実需者がどんな 
 作物を求めて 
 いるか、 
 わからない！ 

【実需者】 
 （レストラン・ 
  食品流通事業者等） 
 
 
 
 
 
・個性ある 
 地場産の食材が 
 欲しい！ 
・健康や美容に 
 良い料理が 
 作りたい！ 

新たな地域食材の創出 

 想定される農産物（例）  
 ・リゾット用米  ・パスタ用小麦 
 ・もち麦（大麦） ・オリーブ 
 ・薬用作物    ・子持ちホンモロコ 

http://01.gatag.net/img/201506/27l/gatag-00008646.jpg�
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次世代施設園芸技術導入支援事業  
 

担当 生産振興課 野菜担当  
内線 ４０８２       

 
１ 目  的 

  次世代技術実証・普及センター（仮称）で実証する次世代施設園芸技術とその成果を

県内生産者に情報発信するとともに、県内生産者の次世代施設園芸技術の早期導入を支

援する。 

 

２ 事業内容 

区  分 事業主体 内      容 予 算 額 

(1) 新技術普及推進 

  事業 
県 

生産者等に対し次世代施設園芸技術を

普及するための推進活動を行う。 
    1,926 千円 

(2) 新技術導入支援   

   事業 

生産者団体 

認定農業者 

等 

 統合環境制御装置及び関連機器（ＣＯ

２施用システム、細霧システム等）の整

備に対して補助する。 

   26,700 千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 平成２９年度予算額   ２８，６２６千円 

  

次
世
代
技
術
実
証
・普
及
セ
ン
タ
ー
（仮
称
） 

【産地 

 ・生産者】 

 

次世代施設

園芸技術 

の早期導入 

新技術普及推進事業 

新技術導入支援事業 

技術情報の発信、研修会の開催、 

次世代施設園芸技術の導入結果の分析 

複数の機械を統合環境制御装置により動作させ、ハウス内
環境を自動的に制御する最先端の施設園芸技術の導入を
支援 

ＣＯ２施用 

ｼｽﾃﾑ 

細霧 

ｼｽﾃﾑ 

既存の暖房装置、窓・ｶｰﾃﾝ等 

統合環境 
制御装置 

環境データ 
温度・湿度・日射量・ 

ＣＯ２濃度 等 

県
内
農
家
へ
の
次
世
代
施
設
園
芸
の
導
入
に
よ
る 

儲
か
る
農
業
の
実
現 
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狭山抹茶振興モデル事業 

 

                                担当 生産振興課 果樹・花き・特産・水産担当 

                 内線 ４１４６ 

１ 目  的 

 二番茶葉を有効活用して国内外で需要が拡大している抹茶を生産しようとする生

産者に対し、狭山茶産地では有していない抹茶の生産技術を確立・普及等することに

より、抹茶の生産に意欲的な生産者を後押しし、儲かる経営を支援する。 

 

２ 事業内容 

区 分 事業主体 内 容 予算額 

(1)抹茶製造設備の 

  整備 

県  本県の気候に合った加工技術を実

証するため、県内のモデル施設として

茶業研究所の製茶工場に抹茶製造設

備を整備する。 

110,000千円 

 

(2)抹茶製造にかか 

  る試験研究 

県  低価格により生産が低調な二番茶

を抹茶として有効活用するため、茶葉

の栽培及び加工に関する技術の試験

研究を実施する。 

4,441千円 

(3)抹茶の生産・製造  

  にかかる技術普 

   及活動 

県  生産者が抹茶用茶葉の栽培や加工

技術のノウハウを得るため、茶業研究

所で確立した技術の普及活動を行う。 

1,000千円 

(4)抹茶用茶葉の栽培 

  技術の導入支援 

生産者  生産者による抹茶用茶葉の栽培技

術導入を支援する。 

4,000千円 

(5)狭山抹茶の消費 

   ＰＲ 

県  狭山抹茶の需要拡大を推進するた

め、ＰＲパンフレットの作成や外国人

へのＰＲ体制の確立を行う。 

5,388千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予算額   １２４，８２９千円（一部平成２８年度２月補正予算対応） 

・ニーズのある「狭山抹茶」に取り組みたい！ 

・埼玉の気候に合った抹茶生産技術がない 

・毎年の茶葉の変化に応じた加工技術が必要 
○栽培や製造技術の確立 

 ・抹茶製造施設の整備（茶業研究所） 

 ・栽培、製造技術の研究 

○栽培技術の導入を支援 

○狭山抹茶の消費ＰＲ 

抹茶生産に取り組む生産者を支援 

生産者の課題 県の支援 

二番茶を活用した抹茶生産による収益向上 

・「狭山抹茶」を要望 

食品加工業者 

・生産者の収益向上 

・狭山茶の新たな需要創出 

・オリンピック、パラリン 

 ピックでのおもてなし 

後押し 
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オーダーメイド型産地づくり事業  

 

担当 生産振興課 野菜担当 

内線 ４１４２       

 

１ 目  的 

加工・業務用農産物に対する需要が高まっていることから、県内に食品、医薬品関連

会社が多く立地している本県の強みを生かし、食品・医薬品メーカーからの要望に応え

られるオーダーメイド型の産地を育成することにより、本県野菜産地等の競争力を高め、

生産者の経営の安定化を図る。 

 

２ 事業内容 

区  分 事業主体 内  容 予算額 

(1)オーダーメイド型 

  産地づくり推進事業 

県 ・オーダーメイド型産地戦略協議会 

の開催 

・地域における需要量調査とマッ 

 チング 

・栽培方法の調査・研究 

8,985 千円 

(2)オーダーメイド型 

  産地づくり支援事業 

生産者団体等 機械、施設の導入支援 25,000 千円 

(3)高付加価値型 

  産地づくり支援事業 

生産者団体等 機械、施設の導入支援  5,000 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 平成２９年度予算額   ３８，９８５千円 

 

オーダーメイド型産地づくり 

オーダーメイド型産地づくり戦略協議会 

〈構成員〉 ・県       ・実需者団体 

      ・生産者団体  ・有識者  等 

○ニーズ等情報交換 
○オーダーメイド型 
産地づくりの推進 

県・試験研究機関等 

○調査・研究  (品目・品種・栽培方法) 

○付加価値の検証 

 県の支援 

 ○マッチング 

 ○産地支援(機械・施設整備) 

 ○機能性表示・ＰＲ 

 ○商品開発支援 

オーダーメイド型産地の育成 
 

 

 

埼
玉
の
野
菜
産
地
等
の
競
争
力
強
化
に
よ
る
収
益
力
向
上 

 

キャベツ    ねぎ      にんじん   たまねぎ 

 実需者（食品・医薬品・化粧品メーカー等） 

 産地 
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県産米「特Ａ」プロジェクト推進事業 
 

担当 生産振興課 主穀担当 

内線 ４１４４ 

１ 目  的 

本県が育成した水稲品種「彩のきずな」が「特Ａ」を獲得するための技術開発や栽培

技術の普及とあわせて、県産米のブランド化への支援を実施する。 

これらの取組により県産米全体の評価を向上させることで、販売力の強化を図る。 

 

２ 事業内容 

区 分 事業主体 内 容 予算額 

(1)食味向上技術の

開発 県 
「特Ａ」レベルの米が県内のどの地

域でも栽培できる体系的な技術開発

を行う。 

 5,514千円 

(2)食味向上技術の

導入支援 県 
 農家段階での適応性を調査・検討

するとともに、栽培技術の普及を促

進する。 

 2,067千円 

(3)県産米ブランド

定着支援 県 
 県産米「彩のきずな」のブランド

定着を促進するため、統一米袋のデ

ザインを作成する。 

 1,910千円 

(4)販売力向上対策 

 

 

県 

「彩のきずな」の販売戦略に基づく

プロモーション活動を行い、県産米

の消費拡大を推進する。 
 3,922千円 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２９年度予算額   １３，４１３千円 

(1)食味向上技術の開発 

 「特Ａ」レベルの米が県内どの地域

でも栽培できる食味向上技術の開発 

(2)食味向上技術の導入支援 

 食味向上技術の生産農家への普及

促進 

  農業技術研究センター 

  農林振興センター 

 

支
援 

「
特
Ａ
」
の
獲
得
・
継
続
の 

(3)県産米ブランド定着支援 

「彩のきずな」のブランド定

着を促進するため、統一米袋

のデザインを作成 

(4)販売力向上対策 

「彩のきずな」の販売戦略に

基づくプロモーション活動の

実施 

県
産
米
全
体
の
評
価
・
販
売
力
の
向
上 

ブ
ラ
ン
ド
化 

確
立
の
支
援 
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儲かる観光農業支援事業 
 

担当 農業ビジネス支援課 農地活用担当 

内線 ４０９７             
 

１ 目  的 

都市住民や増加している訪日外国人の食と農体験に対するニーズを捉え、県内観光農

園等が経営戦略プランを作成し、経営力と集客力の向上を図ることで、儲かる観光農業

を推進する。 

 

２ 事業内容 
   

区  分 事業主体 内   容 予算額 

(1)観光農園収益力向

上支援事業 

 

県 

 県内の観光農園を対象に、経営力や

集客力を向上させる経営戦略プラン

を作成する集合研修を実施する。 

 

５,７８４千円 

 

(2)儲かる観光農業推

進事業 

 

県 

 

  地域の食や農業体験などの情報を

ポータルサイトや情報誌等で発信す

る。 

 

３,５５５千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２９年度予算額   ９,３３９千円   

観光農園の収益力向上 

○経営力向上研修 

講座 全国の優良事例 調査・分析 

・収益期間拡大手法      ・余剰農産物の付加価値化 

・外国人観光客の受入手法  ・他業種との連携手法 

・効果的なＰＲ手法         ・先進地事例研修  など     

経営戦略プラン作成 
～目指せ所得 1,000 万円～ 

・県ポータルサイト       ・ミニコミ誌 など 

アドバイザー 

旅行会社・金融機関 等 

実行 

【既存施策活用】 

・加工業者とのマッチング 

・スペシャリスト派遣 

・旅行会社との商談 

・栽培技術指導   など 

ビジネスとして連携 

アドバイス プレゼンテーション 

支援 

観光農園の 

   集客力アップ！ 

   売上アップ！ 

観光農業を軸に 

地域の活性化に貢献 

１年中稼ぐ 

+αを買ってもらう 

外国人でにぎわう 

食と農体験の情報発信 



一部新規 
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埼玉トップブランド農産物ＰＲ事業 

 

担当 農業ビジネス支援課 販売対策担当  
     内線 ４１０６  

 
１ 目   的 

  産地間競争が激化する中で、本県のブランド農産物の魅力を多くの方に訴求するため、

ＰＲ動画を活用してブランド農産物の魅力を「知って」もらうとともに、実際に「買っ

て」「食べて」もらう機会を提供するなどして効果的なＰＲを展開する。 
 

２ 事業内容 

区 分 事業主体 内  容 予算額 

(1)「知って」ＰＲ事業 県 

 ブランド農産物の魅力を発信するＰＲ

動画を量販店等で活用するために必要な

機器を整備するほか、ＳＮＳで発信した情

報へのアクセスを促進する。 

2,924 千円 

(2)「買って」ＰＲ事業 県 

 多くの人が行き交う駅やＳＡ・ＰＡ等に

おいて、イベントブースを設置してブラン

ド農産物のＰＲ販売を行う。 

1,150 千円 

新 

(3)「食べて」ＰＲ事業 

 

県 

 飲食店で一斉にブランド農産物を使用

した料理を提供するフェアを開催すると

とともに、フェアメニューをレシピカード

化し、量販店でのＰＲに活用する。 

4,935 千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ 平成２９年度予算額   ９，００９千円 

県
産
農
産
物
の
評
価
向
上
・
販
路
拡
大 



一部新規 
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埼玉農産物輸出総合サポート事業  

 
担当 農業ビジネス支援課 販売対策担当  
内線 ４１０７  

 

１ 目  的 

 輸出を志向する生産者団体等の海外販路開拓を支援するとともに、相手国の規制条件

等に対応した栽培や輸出手法等の実証を行い、輸出による県産農産物の販路拡大を図る。 
 

２ 事業内容 

区 分 事業主体 内 容 予算額 

 新 

(1)輸出産地実証

支援事業 

県 
 輸出相手国の規制条件等に適合した栽培

及び流通方法を実証する。 
（対象品目：茶、梨、米） 

3,300千円 

(2)農産物輸出推

進事業 
県  輸出に関するセミナー、研究会の開催や海

外でのＰＲ販売を実施する。 1,832千円 

(3)海外新規販路

開拓支援事業 
生産者団体等 

 県産農産物等の輸出に新たに取り組む生

産者団体等に対し、海外の見本市や商談会へ

の参加等を支援する。 
1,200千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
３ 平成２９年度予算額   ６，３３２千円 
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埼玉スマートＧＡＰ推進事業 
 

担当 農産物安全課 有機・安全生産担当  
内線 ４０５７  

 

１ 目  的 

食品安全・労働安全・環境保全の取組をわかりやすく解説した埼玉県独自のＧＡＰ

（Ｓ－ＧＡＰ）の普及を推進し、農場管理のより一層の安全性と信頼性の向上を図るこ

とで、県産農産物の安全・安心を確保する。 

 
２ 事業内容 

区   分 事業主体 内   容 予 算 額 

(1)Ｓ－ＧＡＰ普及事業 県 

 Ｓ－ＧＡＰの普及推進を図るため、ＧＡＰ指導

体制の整備や情報提供の場の設置等、Ｓ－ＧＡＰ

に取り組む農業者への支援体制を整備する。 
５，４１２千円 

(2)Ｓ－ＧＡＰアップ 

 デート事業  
県 

法令やガイドラインの改正への対応や構成、仕

様の改善など、検討委員会によるＳ-ＧＡＰ仕様

の改定等を行う。 

１，７５６千円 

(3)Ｓ－ＧＡＰ評価事業 県 

Ｓ－ＧＡＰ農場評価制度及び評価支援システム

の運用により､Ｓ－ＧＡＰ実践状況の評価を行う｡ ５，５９３千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２９年度予算額   １２，７６１千円 
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埼玉の木みんなで使って豊かな暮らし応援事業  

 
担当 森づくり課 木材利用推進担当

内線 ４３１８  
 
１ 目  的 

 県内の高齢化した人工林の若返りを図り、森林の循環利用を進めるため、県産木材の利

用拡大を促進する。 
 

２ 事業内容 

区  分 事業主体 内   容 予算額 
（１）県産木材の利用支援 木材関係団体  県産木材を60％以上使った住

宅等の新築・改築・内装を支援 
（250戸相当） 

49,200千円 

（２）県産木材の供給支援   17,000千円 
 ア 県産木材製材品 
 ストック支援 

木材業者等  木材市場での県産木材ストッ

ク機能の強化支援 
13,200千円 

イ 森林認証取得支援 森林組合等  国際的な森林認証の取得を支

援 
3,300千円 

ウ 県産木材認証事業 さいたま県産木材

認証センター 
 「さいたま県産木材認証制度」

の運営等に対する支援 
500千円 

（３）県産木材の魅力発信   900千円 
 ア 木づかい生活推進 
 事業 

林業・木材産業及び

建築関係の団体等 
 県産木材の利用を促進するた

めのイベント等に対する支援 
900千円 

（４）事業推進費 県  事業推進、指導に係る事務費 1,305千円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 平成２９年度予算額   ６８，４０５千円 

国際的な森林認証取得 
による高付加価値化 

県産木材を 60%以上使った

住宅等の新築・改築・内装

を支援（250 戸相当） 

県産木材コーナーで

安定供給と PR 

HPや雑誌等 
での PR 

木とのふれあいまつり、 
西川材フェアなどの支援 
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皆伐から始める森の若返りスピードアップ事業  
                            
                      担当 森づくり課 間伐・森林循環担当 
                      内線 ４３２１ 
 
１ 目  的 

  伐期を迎え利用可能な人工林を対象として、皆伐から再造林、保育までを一貫して行

う森林組合等を支援することにより、森の若返りと森林の循環利用を促進する。 
 
２ 事業内容 

区   分 事業主体 内         容 予 算 額 

(1) 人工林皆伐促進 森林組合等 ・林地残材搬出（60ha） 
・林地残材運搬（60ha） 

45,780千円  

(2) 皆伐促進作業道整備 森林組合等 ・皆伐促進作業道整備（9,000ｍ） 36,000千円  

(3) 地拵･植栽 森林組合等 ・地拵（60ha） 
・植栽（60ha） 

51,000千円  

(4) 獣害防止柵設置 森林組合等 ・シカ等獣害防止柵設置（22,000ｍ） 
・獣害防止柵点検修繕（100ha） 

81,700千円  

(5) 保育 森林組合等 ・下刈（160ha） 29,380千円  

(6) 検査・指導費 県 ・検査、指導に係る事務費 2,436千円  

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 平成２９年度予算額   ２４６，２９６千円 

○人工林皆伐促進（林地残材搬出） 
○皆伐促進作業道整備 

連 携 

一貫作業 
○地拵 ・ 植栽 
○獣害防止柵設置・点検修繕 
○保育（下刈） 
 

木材供給 CO2 吸収促進 花粉抑制 雇用創出 地域振興 

素材生産・木材供給 造 林 ・ 保 育 

再造林 

植付 

獣害防止柵 皆 伐 

木材供給 CO2 吸収促進 花粉抑制 雇用創出 地域振興 



 

- 20 - 

森林・林業基盤の整備 
 
                     担当 森づくり課 治山・森林管理道担当 
                     内線 ４３１４、４３１６        
 

 

１ 治山対策の推進 

（１）目  的 

   山崩れや荒廃渓流の復旧対策、災害の発生するおそれがある箇所の予防対策を行

うことにより、県民の安心・安全な暮らしを確保する。 

 

（２）事業内容 

区  分 事業主体 内       容 

治山事業 
県 

市町村 

山腹崩壊地や荒廃渓流等に治山施設を設置 

【３４箇所】 

 

（３）平成２９年度予算額    ５１８，４６３千円 

 

２ 森林管理道の整備 

（１）目  的 

   森林管理道を整備することにより、適切な森林整備の推進と林業経営の効率化を

図るとともに、山村地域の生活道や災害時の迂回路としての機能を確保する。 

 

（２）事業内容 

区  分 事業主体 内       容 

森林管理道整備事業 
県 

市町村 

森林管理道の開設、改良、舗装 

【４５箇所】 

    森林管理道の施工例 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔改良前〕                 〔改良後〕 
 

（３）平成２９年度予算額    ６２７，５４５千円 

 

合計 林業関係（公共事業） １，１４６，００８千円 



    新 規 
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農林公園食と農の拠点整備事業 

 

担当 農業政策課 農協・公社担当 

内線 ４０８１ 

 

１ 目  的 

設置目的である「県民の農林業に対する理解促進」及び「農林業関係者に対する資

質向上の支援」を図るため、「埼玉県農林公園」を食と農の拠点として再整備し、本

県農林業に関する情報発信機能や学習・体験機能を強化する。 

 
２ 事業内容 

区  分 事業主体 内  容 予算額 

(1)農林業・農山村

情報発信拠点整備 
県 

・県産材を使用した農産物直売所の整備 

・イベント広場の整備 等 
184,162千円 

(2)農林業学習・体

験拠点整備 
県 

・学習・体験農園の整備 

・木材文化館の改修（木育ランド(仮称) 

 の整備） 等 

107,446千円 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

３ 予算額 ２９１，６０８千円（一部平成２８年度２月補正予算対応） 

 

 

 

 

 

 

○木育ランド(仮称)の新設 
・親子が裸足で遊べる木の床

エリアの整備 

・木製玩具コーナーの設置 

・木工体験の充実 

 

○農産物直売所を一新 
・県内の６次化商品やブラン  
 ド農産物の販売 

 

 

 

 

 
 
 

○イベント広場を拡張 
・軽トラ市等イベント開催に

よるにぎわい創出 

○本県農林業への理解の深まり 

○本県農林産物への需要の拡大 

 

○学習・体験農園の充実強化 
・野菜園、果樹園を約１．５倍

に拡張 

 

 

 

 
 
・ＡＲ(拡張現実)技術の活用 
 による学習機能の充実 
   

 

 

・シニアいきいき学習農園の 
 整備 

知って､買って､食べる 

県産農産物のＰＲの場づくり
 

見て､ふれて楽しく学べる体験の場づくり 

○農林業体験参加者が増加 

○直売所利用者が増加 

本県農林業を満喫できるテーマパーク 

例：ブロッコリーの一生を画像で学習 

深谷ねぎ 

ハム・ソーセージ 

いちご大福 

種まきから収穫までの体験 梨「彩玉」 
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多面的機能支援事業 
 
                        担当 農村整備課 農村環境担当 

                        内線 ４３４８ 
 

１ 目  的 

 農業・農村が持つ多面的機能を維持・発揮させるため、地域で行う農地や水路、農

道などの地域資源の基礎的な保全活動や質的向上を図る活動を支援する。 

 

２ 事業内容 

区  分 事業主体 内  容 予算額 

(1)多面的機能支払交付金    612,274 千円 

 

 

ア 農地維持支払 活動組織  水路の草刈りや泥上げ、農道の砂利補

充など、農業・農村が持つ多面的機能を

支える共同活動を支援する。 

イ 資源向上支払   

 共同活動 活動組織  水路、農道、ため池の軽微な補修や植

栽による景観形成など、地域資源の質的

向上を図る共同活動を支援する。 

長寿命化 活動組織  水路、農道の補修・更新など、施設の

長寿命化のための活動を支援する。 

(2)多面的機能支払推進交付金    12,823 千円 

 ア 県推進事務費 県  多面的機能支払に係る事業の推進事務 

イ 市町村推進事務費 市町村  多面的機能支払に係る事業の推進事務 

ウ 推進会議推進事務費 推進会議  多面的機能支払に係る事業の推進事務 

 

  基本交付単価                        （単位：円/10a） 

 
農地維持支払 

資源向上支払 

共同活動 長寿命化 

田 3,000 2,400 4,400 

畑 2,000 1,440 2,000 

草地   250   240   400 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２９年度予算額   ６２５,０９７千円 

【農地維持支払】 【資源向上支払】 

植栽による景観形成 水路の補修 水路の草刈り 

 区分 
地目 
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川の国埼玉 はつらつプロジェクトの推進（農業用水） 
 

担当 農村整備課 農村環境担当 
内線 ４３４８         

 
１ 目  的 

  川の再生を目的として、平成２０年度から「水辺再生１００プラン」、平成２４年度

から「川のまるごと再生プロジェクト」に取り組んできた。 
  これまでの取組を活かし、県内各地で様々な川の魅力を実感できるよう、水辺空間を

整備・拡充し「川の国埼玉」の実現を目指す。 
 

 

２ 事業内容 

区   分 事業主体 内         容 

川の国埼玉 

はつらつプロジェクト

推進費（農業用水） 

県 
市町村 

 農業用水における環境配慮護岸、遊歩道及び取

水堰における魚道の整備 

                 【８箇所】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 平成２９年度予算額   ４００，０００千円 

【事例：東京葛西用水（草加市・八潮市）】 

 

《整備前》 《整備後》 

《地域との連携協働》 

水路と遊歩

道を整備し、 

都市近郊の

貴重な水辺

空間として、 

ウォーキング

や地域の祭り

で利用 

地元自治会

や活動団体

がゴミ拾い

や花の植栽

など、維持

管理を実施 

－地域振興－ 
・県へ事業提案  
・協議会を運営して 

  提案を具体化 
・振興施設の整備 

 （駐車場,トイレ,公園等） 
・イベント企画等で利活用促進   

・住民や関係団体等と維持管理 

   

 

 

 

 

市町村 

県 
 －水辺空間の整備－ 
 ・県のノウハウを生かして 
  地域振興に資する水辺づくり 
 ・利活用や維持管理を応援 

住民,民間団体 
－利活用や維持管理－ 
・地域振興イベント等実施 
・ｳｫｰｷﾝｸﾞや散策等で利用 
・清掃活動等の維持管理 

 

    

 

 

連携
協働 

【取組内容】 
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